
い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
266
回

　

「
泉
佐
野
と
漁
業
」

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

クレジットカードの
リボ払いに気を付けて

　

前
回
に
引
き
続
き
、
漁
業
に
注
目

し
、
近
代
に
お
け
る
泉
佐
野
の
漁
法

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
は
、
ひ
と
つ
の
漁
業
地

区
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
２
つ
の
漁
協
（
泉
佐
野
漁

協
・
北
中
通
漁
協
）
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
前
者
は
旧
佐
野
町
域
在
住
の

漁
業
者
、
後
者
は
旧
北
中
通
村
の
漁

業
者
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
業

種
類
に
つ
い
て
も
泉
佐
野
は
小
型
機

船
底
引
き
網
漁
を
主
力
と
し
て
い
た

の
に
対
し
、
北
中
通
は
鰯
巾
着
網
漁

か
ら
の
転
換
を
含
む
機
船
船
引
網
漁

を
特
徴
と
し
ま
し
た
。

　

泉
佐
野
で
の
小
型
機
船
底
引
き
網

漁
は
、
大
別
す
る
と
石
桁
網
を
使
用

す
る
漁
法
と
板
引
網
を
使
用
す
る
漁

法
に
な
り
ま
す
。
前
者 

は
石
製
の
重

り
を
つ
け
た
桁
を
、
後
者
は
曳
網
に

開
口
板
を
使
用
す
る
も
の
で
和
歌
山

方
面
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
両
者
は
、
使
用
す
る
漁
船
の
ト

ン
数
（
10
ｔ
未
満
）・
出
力
（
15
馬

力
以
下
）、
人
員
（
２
、３
人
）
に
つ

い
て
は
ほ
ぼ
同
様
で
す
が
、
漁
獲
物

や
漁
期
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

石
桁
網
漁
は
、
底
棲
性
水
産
物
を

中
心
に
シ
タ
類
、
ジ
ャ
コ
、
シ
ャ
コ

な
ど
を
獲
り
、
板
引
網
漁
で
は
、
季

節
ご
と
に
ア
カ
シ
タ
、
カ
ニ
、
ノ
ボ

リ
ダ
イ
、
チ
ヌ
、
ア
ジ
な
ど
を
獲
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
北
中
通
で
は
、

【
事
例
１
】　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
商
品
を
購
入
し
、
初
め
は
一
括
払

い
に
し
て
い
た
。
大
き
な
金
額
に
な

る
と
支
払
え
な
い
の
で
、
毎
月
均
等

払
い
の
方
法
が
あ
る
と
言
わ
れ
リ

ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
（
以
下
、
リ
ボ

払
い
）
に
変
更
し
た
。
そ
の
後
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
残
高
が
減
ら
ず
、

支
払
い
も
終
わ
ら
な
い
。

【
事
例
２
】　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
年
会
費
が
無
料
に
な
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
カ
ー
ド
を
作

り
、
利
用
し
た
。
利
用
明
細
書
が
届

い
た
の
で
確
認
す
る
と
、
請
求
金
額

が
少
な
い
の
で
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
一
括
払
い
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
リ
ボ
払
い
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
た
。
申
込
時
の
初
期
設
定
が

リ
ボ
払
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
支

払
い
方
法
の
変
更
を
す
る
必
要
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
初
期
設
定
が
リ
ボ

払
い
だ
と
い
う
説
明
は
な
か
っ
た
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
お
気
軽
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
解
説
】　

リ
ボ
払
い
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
へ
の
支
払
い
残
高
を
毎
月
定

額
で
返
済
し
て
い
く
方
法
で
す
。
支

払
い
残
高
が
あ
る
限
り
支
払
い
は
続

き
ま
す
。

　

続
け
て
商
品
を
購
入
し
て
い
く

と
、
ど
の
商
品
の
支
払
い
が
終
わ
っ

た
の
か
わ
か
ら
ず
、
金
利
手
数
料
が

か
か
る
の
で
返
済
額
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
リ
ボ
払
い
で
返
済

の
先
送
り
を
続
け
て
い
く
と
、
金
利

手
数
料
が
か
さ
ん
で
借
金
が
膨
れ
上

が
り
、
自
己
破
産
に
陥
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
支
払
い
方
法
に
は

い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す
。　
　

●
１
回
払
い

●
２
回
払
い

●
分
割
払
い
（
分
割
で
き
る
回
数
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
よ
り
異
な
る
）

●
リ
ボ
払
い
（
毎
月
定
額
払
い
）

●
ボ
ー
ナ
ス
払
い

●
フ
レ
ッ
ク
ス
払
い
（ 

リ
ボ
払
い
＋

繰
り
上
げ
返
済
自
由
）

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
よ
り
金
利
手

数
料
の
有
無
は
異
な
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
は
、
そ
の

時
に
お
金
が
無
く
て
も
買
い
物
が
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
分
借
金
を
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ

な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

高
額
な
も
の
を
購
入
す
る
時
は
、

返
済
で
き
る
か
よ
く
考
え
て
、
自
分

に
合
っ
た
返
済
方
法
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

ば
っ
ち
網
と
呼
ば
れ
る
機
船
船
引

網
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
、
袋
状
の
網
具
を
動
力
漁
船
で
曳

航
し
て
水
産
生
物
を
捕
獲
す
る
漁

法
で
す
。

　

漁
船
は
、
魚
探
船
兼
運
搬
船
１
隻

と
網
船
２
隻
の
３
隻
で
１
統
を
構

成
し
、
網
船
は
10
ｔ
未
満
、
35
馬
力

以
下
の
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
員
に
つ
い
て
は
各
船
の
船

長
各
１
人
、
投
網
な
ど
の
作
業
を

行
う
２
人
で
す
。
主
に
漁
獲
対
象
と

さ
れ
る
も
の
は
イ
カ
ナ
ゴ
シ
ラ
ス
、

イ
ワ
シ
シ
ラ
ス
な
ど
で
あ
り
、
底
棲

性
の
水
産
物
は
漁
獲
対
象
と
し
ま

せ
ん
。
こ
の
漁
法
自
体
は
比
較
的
歴

史
が
浅
く
、
北
中
通
で
は
昭
和
43

（
１
９
６
８
）
年
に
は
じ
め
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
阪
府
で
は
、
大
阪
府

漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
禁
止
漁
業

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
同
規
則
の

改
正
に
よ
り
操
業
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
泉
佐
野
市
域
で
は
、

刺
網
漁
業
や
ア
ナ
ゴ
か
ご
漁
業
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

刺
網
漁
業
は
、
建
網
と
よ
ば
れ

る
固
定
式
の
刺
網
を
海
中
に
敷
設

し
、
水
産
生
物
を
絡
め
取
る
方
法

で
、
主
に
カ
レ
イ
を
漁
獲
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
漁
場
は
、
泉
佐
野
よ
り

５
０
０
〜
８
０
０
m
沖
、
水
深
８
〜

９
m
の
海
域
で
、
小
型
動
力
漁
船
１

隻
を
使
用
し
、
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ナ
ゴ
か
ご
漁
業
に
つ

い
て
は
、
せ
ん
漁
業
の
一
種
で
あ

り
、
海
中
に
敷
設
し
た
か
ご
に
入
っ

た
水
産
生
物
を
捕
獲
し
ま
す
。
基

本
的
に
動
力
漁
船
１
隻
に
１
人
程

度
で
行
わ
れ
ま
す
。
か
ご
に
は
イ

ワ
シ
な
ど
を
入
れ
て
使
用
し
ま
す
。

　

以
上
、
泉
佐
野
の
近
代
漁
法
を

紹
介
し
ま
し
た
。
１
つ
の
市
に
２

つ
の
漁
業
協
同
組
合
を
有
し
、
多

種
多
様
な
漁
法
を
行
う
地
域
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
漁

法
に
使
用
し
た
道
具
や
歴
史
に
つ

い
て
は
、
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
に

て
現
在
開
催
中
の
冬
季
企
画
展
「
昔

の
道
具
展
〜
漁
具
と
く
ら
し
〜
」

（
３
月
25
日
㈰
ま
で
）
で
展
示
し
て

い
ま
す
。

▲近代の漁港の様子

広報いずみさの 平成30年2月号19

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの

☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

泉佐野H30.02月号.indb   19 2018/01/18   9:40:34


	いずみさの昔と今 第266回
	「泉佐野と漁業」

	消費生活センターだより

	クレジットカードのリボ払いに気を付けて


